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平成 H年 8月 1日 高津 5・ 6街区支会だより H-1号

§ 萄女 妻監 二た〕イt」美L髪≧ ιこ 髪≡ 力日 し 'ご §

4月 6日 、当 日はあいに くの曇 り空で したが、高齢者 の方 33名 、他 ボ

ランテ ィアを含 め総勢 48名 で予定 どお り市の 「ふ くし号」で出発致 しま

した。小林牧場へ 向か う途 中か ら雨が降 りは じめ、現地 ではバスの中よ り

、満開の桜を 見学 しま した。雨天 のため、 そのまま佐倉の歴史民俗博物館

に向か い、雨天食堂 にて早 めに昼食を取 りま した。 2時間程度博物館内を

見学 しま したが、長時間で あ ったため、少 しつかれたのではないか と反省

してお ります。帰 りは市民会館前 の満開の桜を見 なが ら、帰路 につきま し

た。雨天 のため、満足なお花見が 出来 ませんで したが、来年 こそは晴れて

ほ しい と思いま した。

ボラ ンティアのみな さま ご協力 あ りが とうございま した。

(行 事部 鶴 岡弘江 )

§ 介 護 イ呆 険 制 度 :こ こ  ′ い て §

6月 26日 五街区集会所 にて、36名 の方 々の出席によ り講習 会が 開かれ

ま した。

来年 4月 か らの実施 に備え、なぜ 介護保険が必要 なのか、八千代市での保

険料 はい くらか、 それによ って受 け られ るサー ビスはどの様 な ものか、国

民の 4人 にひとりが高齢者 にな り介護への不安、家族の負担が増大 し、現

在 の割度では限界が あ り、社会全体で介護が必要 だ と言 うことが ボ ンヤ リ

とで もわか って きま した。

このままではいけない、 もっとこの介護保険制度 について、 もっともっ

と皆で考えてい きたいと思いま した。

(研修部 石川美江子 )
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☆ 40歳 以 上の方 が加入 します。

☆介護保険 につ いての詳細 は、市 役所の介護保険課 483-1151へ
お問い合わせ下 さい。

磯野幸 結城旬  認 定 には次の段階 に分 け られます。
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要支援 ― ―要介護 にな るおそれのある状態 (虚 弱 )
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平成 12年 4月 1日 か ら

介護保険サー ビスが始 ま

ります。

ビスの開始


